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令和元年５月２５日（火）

	出席構成員

	

	東かがわ市教育長
	竹田　具治

	委員（教育長職務代理者）
	向山　正裕

	委員
	大久保　尚子

	
	山本　勝博

	
	樫原　文子

	欠席構成員

	

	
	

	説明のため会議に出席した者の職氏名

	

	学校教育課長
	中川　敬彦
	こども総合支援センター　主査
	川田　信純

	生涯学習課長
	中川　晃代
	
	

	学校教育課　副主幹
	水口　由美子
	
	

	学校教育課　副主幹
	岸本　禎
	
	

	生涯学習課　副主幹
	佐藤　昇用
	
	

	職務のため会議に出席した事務局職員の職氏名

	学校教育課　副主幹
	水口　由美子
	
	

	会議録署名人

	教育長　竹田　具治、委員　山本　勝博　　委員

	事務局担当書記
	学校教育課　副主幹　水口　由美子

	【特記事項】　傍聴人：０人
	
	
	
	
	


議　事　日　程

	日程第１
	会議録署名委員の指名について

	日程第２
	会期の決定について

	日程第３
	平成3１年第5回（定例会）東かがわ市教育委員会会議録の承認について

	日程第４
	教育長報告

	日程第５
	議案
	第１号
	東かがわ市福栄やまびこ交流センター設置条例の制定について　

	日程第６
	議案
	第２号
	東かがわ市福栄やまびこ交流センター管理運営に関する規則の制定について

	日程第７
	報告
	第１号
	東かがわ市教育委員会の事務点検評価委員会委員の委嘱について

	日程第８
	報告
	第２号
	令和元年6月議会定例会提出「平成30年度一般財団法人東かがわ市スポーツ財団の決算」に関する書類の報告について

	日程第９
	報告
	第３号
	令和元年6月議会定例会提出「令和元年度教育関係補正予算」について

	日程第10
	報告
	第４号
	平成30年度東かがわ市こども総合支援センターの活動報告について


【議　事　内　容】

	　
	　
	　
	　
	　
	　
	　
	　


（午後　１時３０分　開会）

■日程第１　会議録署名委員の指名について

　教育長が、本会議の会議規則第６条の規定に基づき、竹田教育長と委員の中から１名、山本委員を指名。

■日程第２　会期の決定について

　

教育長から、本会議の会期について１日でよいか意見を求める。

<質疑>

○　委員　　　　　１日で了承。

■日程第３　平成３１年第５回（定例会）東かがわ市教育委員会会議録の承認について

　学校教育課長から会議録について説明。

<質疑>

○　特になし。

■日程第４　教育長報告

　竹田教育長から、５月（４月２６日から５月２７日）に出席した行事等について報告。

　また、今後の予定について報告し、質疑を求める。

<質疑>

○　特になし。

■日程第５　議案　第１号　東かがわ市福栄やまびこ交流センター設置条例の制定について
■日程第６　議案　第２号　東かがわ市福栄やまびこ交流センター管理運営に関する規則の
制定について　
　生涯学習課　佐藤副主幹が説明。

<質疑>

○　山本委員　　　　金額の設定についての基準はどうなっていますか。

○　佐藤副主幹　　　全館宿泊有りの25,000円の設定については、この施設が20名づつの40名を想定していますので、1人当たり500円×40名、プラス調理室、シャワー室の使用料金を加算して25,000円の設定を考えております。

○　向山委員　　　　とらまるとの兼ね合いはどうなっていますか。

○　佐藤副主幹　　　とらまるキャンプ場についても、時間貸しになっております。全館貸しがありませんので、いちがいに比較はできません。

○　向山委員　　　　一人500円の根拠は何ですか。

○　佐藤副主幹　　　参考としているのが、ベッセルのログハウスです。コテージの方が25,000円、ログハウスが20,000円、これが宿泊の一棟貸しの場合です。ベッセルのログハウスの広さや宿泊人数からするとやまびこの方が多く泊まれますが、料金設定をあまり高くすると利用が見込めないということで。

○　向山委員　　　　この金額であれば利用しやすいと言う設定をしたんですか。

○　佐藤副主幹　　　はい、参考に屋島少年自然の家や五色台などでは、中学生だと4４0円、高校生は520円、一般ですと920円で宿泊1泊の設定です。500円が妥当です。

○　樫原委員　　　　布団の準備などはどんなですか。

○　佐藤副主幹　　　宿泊施設については二段ベットを準備しており、ベットとマットレスのみです。布団については使用団体にリースをしていただく。リース会社は何社かこちらから提示出来るかと思います。とらまるキャンプ場などはそのような運用をしていますので。

○　山本委員　　　　冷暖房の関係で利用時の1時間あたりの加算の200円というのは,他の施設との兼ね合いをみているのですか。

○　中川課長　　　　コミセン、公民館はだいたいその程度です。

○　向山委員　　　　管理、貸し出しの鍵は利用者側からすると、どうなるのか気になりますが。

○　佐藤副主幹　　　予定としましては、生涯学習課で使用申請を受け、鍵の開け閉めをするというような管理を考えています。

今後調整になりますが、福栄郵便局に出張所があるので、平日、日中の時間帯は鍵の管理、貸し出しについてはそちらで運用できると思います。

○　中川課長　　　　出張所に市の臨時職員がおりますので、９時から１７時までは鍵の貸し出し、返却はそちらの方で受付をしてもらえるよう調整をしています。

使用料の件については、市内団体は上記の使用料の半額となっていますが、市内団体は市内に企業や本拠地のある団体で、想定しております。個人の場合も想定されると思いますが、今考えておりますのは、利用者の半数以上が市民であれば市民団体とみなせるかと思います。申し込み者が市民で後は市外の方というのはちょっとどうかなと考えておりますが。いかがでしょうか。

○　山本委員　　　　難しいですね。一人でも東かがわの人がいればと言うことになれば一番分かりやすいですね。それが2名とか半分とかになれば難しいですね。

○　中川課長　　　　悪用しようと思えばいくらでも出来るし、難しいです。

○　教育長　　　　　いろいろなケースが出てくると思いますので詰め方が難しいです。

○　山本委員　　　　ここの「市内団体は上記使用料の半額とする」という項がいるということですね。

○　向山委員　　　　そこはいりますね。市内は優先しますというところですね。

○　山本委員　　　　では、個人は。

○　教育長　　　　　個人は今の所、想定していませんね。

○　中川課長　　　　想定しているのは団体に全館貸し出しと言う形で有りか無しかが基本だと思っています。

○　向山委員　　　　基本的には全館貸しなんでしょう。

○　中川課長　　　　はい、そう考えています。子供会とかスポーツ少年団、クラブの合宿であるとか大学等の合宿などで使っていただいて。

○　教育長　　　　　将来的には指定管理にと思っていますのでそれまではこのような形でいかざるをえないかと思います。

■日程第７　報告　第１号　東かがわ市教育委員会の事務点検評価委員会委員の委嘱についてを議題とする。

学校教育課　中川課長が説明。

<質疑>

○　特になし。

■日程第８　報告　第２号　令和元年6月議会定例会提出「平成30年度一般財団法人東かがわ市スポーツ財団の決算」に関する書類の報告についてを議題とする。

　生涯学習課　中川課長が説明。

<質疑>

○　大久保委員　　　スポーツセンターの行事平成29年度の実績と30年度の目標、30年度の実績がありますが、目標を掲げるということは、29年度より良いものをしようとと思って出している数値かと思いますが、目標の方が低い所もあり、これはどんな試算をどんな考えで出しているのかお聞かせ下さい。

○　中川課長(学校）　　もともと年度の目標というのは年度前に立てていきます。前年度と違うのは、とらまるであれば、大きなイベントが隔年になればそれにあわせて数も上下するので、これは目標としては下げるようになります。結果としてアップになるかマイナスになるかはその後実績が変わってくるので、次の目標を立てる時に、昨年より少なくなる高くなるというには加味して事業計画を立てます。議会にも諮るので、計画を立てた後このような流れになりました。その後、30年度でたとえば2ページでは31,000人を見込もうと、29年度の実績は35,000人でした。それから大きく下げておりますが、これは各年度のイベントの絡みであります。それからなおかつ5,000人位下がっていくので、その理由につきましては、下に書いています雨の影響等がでてきた。そういうふうな大きな流れです。

○　山本委員　　　　附属明細書の6ページ、白鳥中央公園体育館の表のいちばん下の文言ですが、「開館前には器具の安全点検や清掃を行い、故障や事故を未然に防ぐよう努めた。」とあり、その前の1ページに、体育館のいろいろな注意がありますが、これも同様に開館前に器具の安全点検等をしていますか。

○　佐藤副主幹　　　トレーニング器具につきましては、保守点検業務ということで専門の有資格者の点検業務を実施しそれ以外の日常点検に関してはスポーツ財団の職員が毎日定期点検という形で実施しております。

○　山本委員　　　　安全点検は実際に行っている大事なことなので出来ているということで記載しておいたらと良いと思います。

■日程第９　報告　第３号　令和元年６月定例議会提出「令和元年度教育関係補正予算」についてを議題とする。

　学校教育課　中川課長が説明。

<質疑>

○　特になし。　

■日程第１０　報告　第４号　平成30年度東かがわ市こども総合支援センターの活動報告についてを議題とする

こども総合支援センター・川田主査が説明

<質疑>

○　向山委員　　　　7ページの活動内容で、参観等実施回数が増えたということですが、参観していて気づいた事や成果等があれば教えて下さい。

○　川田主査　　　　成果というよりニーズが増えたという面が大きいかなと思います。参観というのも見るだけでは全く意味がないと思っておりますので、実際は、たとえば小中学校で気になるクラスや気になる子どもがいるという話になった場合に、参観という方法で様子を見させてもらう事がありました。その時には、観察が基本だと思います。子どもの様子を観察して、クラスの中でどのような振る舞いを本人がしているのか。不適切な振る舞いもあります。たとえば授業中におしゃべりをしたりなど、沢山あると思うんですけど、その状況が無い時とある時があるので、無い時はどういう条件が揃っているのか。環境要因ですね、この子がどういう環境だったら落ち着くのか。そういうことを主に参観では見させていただいて、先生と相談して環境を整えたとと言うい面があるかと思います。

○　向山委員　　　　1６ページの相談活動ですが、年々増えてきているんでしょうか。全体相談件数は昨年度から比べて子どももそうですが、親からの相談件数はどうですか。

○　川田主査　　　　親からというか保護者、家族という欄があるんです。昨年度に関しては減っています。ただ、一概には言えないところもあります。相談に関しては、昨年度に限った話かもしれませんが、高校生、中学を卒業して、中学校の時に関わっていた子供らが高校生、有職、無職少年になったりとその数が昨年度はかなり多くなっています。というのも中学の時には学校に行きにくかった子が高校でもつまずいたり、また、相談に来たり、電話相談があったり、ということもあったので、こちらとしてはフォローもしつつその子が中学卒業までにうまく巣立つように支援ができなかったのかという反省もあります。

○　向山委員　　　　このような子は学校別で言うとどこの学校が多いですか。

○　川田主査　　　　人数の多い学校は大変かと思います。

○　向山委員　　　　把握はできていますか。

○　川田主査　　　　できています。

○　山本委員　　　　15ページのネット学習会の方も昨年3回だったものが今年6回で、　　　　　　　　　　78人から83人で大幅増で、対象者も昨年はPTAだけだったのが、今回は、保護者・教職員ということで、非常に力を入れられています。この中にある家庭でのルール作りの重要性が家族を守るというあたりと関連があるんですか。ルールを決めようということでしているのでしょうか。

○　川田主査　　　　ネット学習会の家庭でのルール作りの重要性と言うのは、やはりネットゲームに関しては、夜9時以降はやめようというふうな意味でのルールづくりです。昼夜逆転に陥りやすいので。

○　山本委員　　　　引田小学校・大内小学校はあって、白鳥小学校・福栄小学校・本町小学校はありませんがこれはどうなっていますか。

○　川田主査　　　　こちらから周知はしていますが、実際に実施するのは学校なので、こちらから強制は出来ません。それから、企業(ドコモ関係)や警察などの方でも。

○　向山委員　　　　これはドコモだとか警察だとか各関係機関との連携で各学校何らか　　　　　　　　　　の形で実施しているのではないですか。

○　山本委員　　　　その情報というのは分からないんですか。これを見るとこの学校だけがしているように見えてしまう。

○　向山委員　　　　授業ではないけれどやはり情報として出していただいたら分かりやすいですね。支援センターとしてはネット関係の学習もやっていますかというアンケートをとって資料を作っていただけたらありがたいです。

○　教育長　　　　　全体をつかんでなければどこに問題があるのかが分からないですね。各園、各学校に聞けば分かるんですけど。

○　向山委員　　　　情報収集が出来れば課題なども分かりますね。

○　教育長　　　　　４00人ほどの保護者がいる学校で、参加者3名となっていますが、これはなぜこんなことになるのか、もう少しきちっと分析をして何がいけないのか分かればいいのですが。

○　大久保委員　　　ある子ども園では3回もしているので、やはり内容がよかったから要望があったんだと思います。多いところと少ないところではどう違うのか、分析をお願いしたいと思います。

9ページの「親の会」や「ケース会」の開催とありますが、この出席率等はどうなっていますか。

○　川田主査　　　　出席率で言うと、昨年度は年に数回ですが、４・５名の保護者は出席しています。「親の会」自体は講師を呼んでの座談会や個人面談を行ったとあり、個人面接に関しては全ての保護者にアプローチ出来ていて、座談会は平日ですので参加できない人もいました。

○　教育長　　　　　いつも感じますが横文字が多いです。外に出す文章が多いので欄外に用語の説明書きを付けた方が分かりやすいですね。

○　樫原委員　　　　こどもＳＯＳのところで、「トイレ」で利用14回と「その他」で利用13回とありますが、これの内容が分かったら教えてください。誰かに追いかけられたり、重大な事案に発展するような事ではなかったんですか。

○　川田主査　　　　はいそれは無かったと思います。その報告は聞いていません。

○　山本委員　　　　実情をつかむためにはかっこの中に書いて下さいと入っていたらいいですね。
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